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本稿はイギリス出身の現代画家デイヴィッド・ホックニー（1937-）の芸術について、その機軸と






















































































































































































ホックニーは 1971 年と 1982 年に日本を訪れ、この体験を絵画や版画、写真コラージュに結実さ
せた。但し、日本に関連する 1970 年代の作品の大部分は、画家が実際に日本で見た情景を描いたも
のというより、浮世絵などの日本美術やフランス印象派の作品へのオマージュとして制作されたと
いう。1971 年に初めて日本を訪れて以降ホックニーが制作した作品は、一点透視図法にもとづく自
然主義的な構図から脱却する契機として捉えられてきたが、稿者はこれに加え、旅行の際に目にし
たであろう日本画を新たに特定して彼の作品と比較し、時間を描写する技法における共通点を指摘
した。 
一方、1980 年代にホックニーが発展させた独自の「逆遠近法」について、多くの先行研究は中国
と日本の美術を一括りに捉え、東洋の影響としてきた。しかし、ホックニーが京都の龍安寺に訪問
したことで「逆遠近法」の着想を得たと語り、そうした理論を中国の画巻を参照しながら説明し、
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観者が逍遥できるような絵画空間を評価していることを受け、その背景に更なる検討を加えた。同
時期の彼の作品を詳しく分析したところ、ホックニーが龍安寺の造園法や石庭鑑賞の伝統、そして
日本の絵巻物からも知識を得ていた可能性が認められた。日本国内であるからこそ実現し得る上記
の調査を踏まえ、神秘化されてきたホックニーと日本との関連に新たな光をあてた。 
以上、全六章において述べてきた個別の検証から各側面を捉え直すことで、ホックニーの試みた
多様な視覚のあり方を繋ぐ一本の道が浮き彫りとなった。ホックニー芸術の中核へと接するこの道
程には、時間と記憶を捉える視点、政治観とアイデンティティの認識、東洋から学んだ視覚、キュ
ビスムとコラージュの問題など多様なまなざしの振幅、すなわち「パースペクティヴ」を見ること
ができる。 
本稿のタイトル『ホックニーの芸術における「パースペクティヴ」――独自の視覚論の再検討を中
心に――』では「視点」や「遠近法」、「ものの見方」など多様な意味をはらむ「パースペクティヴ」
という英語を、敢えて特定の日本語に訳さずにそのまま用いた。このことで、ホックニー芸術の多
様な側面と豊饒な源泉、そしてそのさまざまな振れ幅を示したいという意図があったためである。
同時に本稿では、ポップアートの時代からメディア空間の拡張を経て今日にも活動を続ける画家を
考察するうえで、一つのモデルとなる観点を提示できたと思われる。 
各章で論じた三つの問題系（「記憶」、「キュビスム」、「作品空間と観者」）およびこれを補完する
三つのキーターム（「絵画と観者の間の壁を取り払う」、「他ジャンルの芸術からの取材」、「身体性、
触覚性」）は、ホックニーの芸術において 1980 年代に顕著にみられる一方で、決して安易なポスト
モダニズムといった一過性のものではなく、全時代的に検討し得るものなのである。つまり、ホッ
クニーの 1960 年代から現在に至る作品には、絵画作品の制作と鑑賞の時間、身体性に即した表現の
追求、新たなメディアや技法の吸収、絵画空間と観者の結びつきおよび政治的権力関係との類比と
いった各側面が常に意識されており、逆説的な言い方ではあるが「多様なパースペクティヴ」とい
う姿勢において一貫している。ホックニーの芸術は、写真と絵画、視覚と身体、東と西、時間と空
間、美術と諸芸術、伝統と前衛といった一見相反する源泉のそれぞれに深く取材し、そうした複数
の二項を対立させながらも、豊かな振れ幅の中に二元論の構造を保持しつつ解体するような両義性
を次々と生み出し、絶え間なく増幅させていくのである。 
